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中心をご覧になる神様(ルカ 5:12-39)

信者は真の祝福を受けて他人を生かすほど

幸いな者になっています。それなのに、なぜ

私にはその確信と喜びがないのでしょうか。

それは、人を見るとき、幸せか不幸かが、信

者でも昔のままだからです。その刻印を変え

て、霊的状態が変わるなら、神様からの時刻

表で、他の人を生かすことができるようにな

ります。 

 

1。人はうわべで人の幸せと不幸を判断する。

(善悪と祝福と呪い) 

クリスチャンも幸せと不幸の基準が、世の中

と変わらず、うわべで判断をしていることが

あります。 

1）宿命的判断 

うわべで判断することが宿命的判断です。 

2）ツァラアト、中風、取税人 

イスラエルの人々は、ツァラアト、中風、取

税人は、神様に捨てられ呪われていると考え

て、そのような人を癒やすべきではないとい

う宿命的な判断をしていました。 

3）国家的、家庭的な背景 

生まれたら戦争している国、独立政権の国だ

ったとか、親が離婚したり、親がいなかった

りする家庭環境で判断します。 

4）個人的な条件 

事故や問題を抱えたり、障がいがあったり、

容姿に関してや、才能や学力などを一般の基

準で考えて判断します。 

5）優劣、高慢と落胆、自慢と不満、差別と

鬱憤 

世の中の判断と同じ基準で判断していると、

伝道と結びつきません。それでは、生きてい

る理由がなくなります。滅びるしかない私が

地獄から救い出され、無条件に愛されたなら、

他の人も福音を聞くべきだから伝えるべき

と思うのは、クリスチャンとして当然のこと

です。それを基準に悩んで祈るのが信仰生活

です。世界中には福音を待つ人が大勢いるの

に、自分と自分の地域、日本から考えが出ら

れないのではないでしょうか。自分のすべて

をたましいの救いと結び付けましょう。すべ

てを通して多民族、レムナントを生かすこと

とつなげましょう。それができない理由は、

宿命的な判断をして、考えているからです。

それは、パリサイ人、律法学者と同じで、イ

エス様が付き合っている人が罪人だから許

せないとなっているのと同じです。それは神

様に敵対することです。律法主義は、福音が

分からず、正論に捕らえられることです。 

 

2。神様は人の中心を見て祝福される。 

1）福音的判断 

うわべではなく、人の中心を見て判断しまし

ょう。 

2）お心一つで、信仰を見て、何もかも捨て 

ツァラアトの人は、あなたはキリストゆえ、

おこころ一つで人生を変えることができる

と告白しました。中風の人は、他の人がどう

思うか関係なく、信仰をもってイエスがキリ

ストなので、イエス様の前に出ました。取税

人は、あなたはキリストなので他はなにもい

らず、それで十分だと、なにもかも捨てて従

いました。 

過去がどうであっても「わたしのところに来

なさい。あなたがたを休ませてあげます」と

言われたイエス様に行き、十字架で「完了し

た」と言われたので終わったと宣言しましょ

う。 

3）イエス様をキリストと信じる信仰 

4）福音の前で罪人と認める心(病人) 

5）キリストが絶対必要な霊的根本を認める 

  心 

自分は神様から離れ、サタンに捕まり奴隷に

なっていて、地獄の運命の罪人だから、キリ

ストが必要であり、キリストでなければ希望

はないと認め、どんなことも救いには役立つ

ことなく、ただキリストだと認める心が、神

様がご覧になる「中心」です。 

6）旧約の時も(イエス様の系図) 

イエス様の系図には、イスラエルの人々が見

たら入るはずのない、異邦人、遊女などが入

っていました。その人々は、自分に必要なの

はキリストであるという中心でした。 

7）真の救い、真の癒し、やぐらの祝福 

なにも邪魔されることがない中心にいのち

の祝福が与えられ、癒やしが結果でついて来

ました。イエス・キリストを信じる中心を見

て、やぐらの祝福が与えられます。 

すべては十字架で終わりました。何も問題に

なりません。本当の問題には神様の計画があ

ります。すべて終わったので、神の国の祝福

を味わうことができます。 

幸せと不幸、祝福と呪いの基準をうわべから

中心に変えて、信者の自分は祝福の人と確信

しましょう！その祝福を 7 7 7 で確認しまし

ょう！それでうわべで笑ったり泣いたりし

ている人々に中心を見る福音を伝えましょ

う！ 

 

 

 

1 部-ルカ 5:12-39 中心をご覧になるイエス様 

なるほど/人はうわべで人の幸せと不幸を判断するが、神様はイエス様をキリストと信じ

る人の中心を見て祝福される。 

ならば/幸せと不幸の基準を信仰の中心に変えて祝福者の確信を持ち、その祝福を 7 7 7

で確認しつつ、うわべに振り回されている人々に人の中心を見る福音を伝えよう！ 

2 部-マルコ 6:7-13 弟子の道 

なるほど/弟子はイエス様の権威と共に、完全に備えられて、完璧に保障されている道を

歩いて行く。 

ならば/7 7 7 で自分の人生を編集して、祈りで確認し、自分は弟子の道を歩いている確

信の上聖霊充満を求めよう！ 


